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【背景と目的】 

 オートファジーは細胞内のリサイクリングシステムである。オートファジーの活性化はあらゆる疾

患の予防や健康増進に寄与することが当研究室の研究結果からも明らかになっている。一方で、がん

細胞に対しては、がんの進行度合いによってオートファジーの役割が変化するため、オートファジー

を抑制させる成分はがん治療に有効になる可能性がある。当研究室では、細胞のオートファジーを制

御する食品成分を多く同定している。そこで本研究は、オートファジーを抑制させる食品成分と活性

化させる食品成分に着目し、それらの機能性を解析することで疾患の予防や健康増進などに有効なシ

ーズ創出のための知見を得ることを目的とした。 

 

【方法】 

 オートファジーを抑制する食品成分としては、当研究室の修了生がその機能性を明らかにしたある

機能水を用いた。活性化する食品成分としては、ある発酵食品産物を用いた。 

 機能水に関しては、当研究室の修了生により抗がん剤との併用で抗がん効果を増強させることが明

らかになっているため、その効果に寄与する成分の探索を行った。浄水や超純水で機能水を作成し抗

がん剤との併用実験を行ったり、含まれる成分の濃度を測定して揮発に関する実験を行ったりした。 

 発酵食品産物に関しては、オートファジーの活性測定や、活性経路、活性成分の探索を行った。活

性化成分の探索では、熱耐性の確認や分子量分画、タンパク質定量を行った。 

 

【結果と結論】 

 機能水の研究結果について、機能水に含まれるある成分を多く含む水では抗がん剤との併用で抗が

ん効果を増強したものの、不純物のない超純水で作成したものではその効果が消失した。よって、抗

がん効果増強に寄与する成分は、機能水に含まれるある成分以外のものも関わる可能性が高まった。 

 発酵食品産物の研究結果について、発酵食品産物とそれを乳酸発酵させたものはオートファジーを

活性化させた。その活性経路は、栄養飢餓とは異なるメカニズムである可能性が示唆された。活性成

分の解析では、複数の機能性成分が関与する可能性が示唆された。 
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